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１．研究概要（目的・狙いなど） 

 大阪経済大学には、さまざまな大学生がいるにもかかわらず、ブランド品を持っている人が多い。 

 そこで本研究では、大阪経済大学の学生にブランドに対する意識を調査し、ブランドが大学生に与える内部の要因の影響を明

かし、ブランドに対して高い価値を置いている大学生はどのような特徴があるのかを調査した。また、外部の要因としてどこからの影

響があるのかを調査した。 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

 シカゴ大学の既存研究ではインドネシアの富裕層のクレジットカードの使用履歴を観察した結果、機能が同じにもかかわらず、ク

レジットカードよりも割高なプラチナカードを所有している傾向があり、プラチナカードを所有することによるプレミア感が関係している

ことが判明している。また富裕層は、自信が低い人ほど贅沢財を選択する傾向がみられた。 

 

３．研究テーマの課題 

 既存研究では自信のない富裕層がブランド品を選択することが判明している。 

 私たちは、使えるお金に限りのある大学生では、どのような人物がブランドに対して価値をつけるのかを明らかにする。また、ブラン

ド品を選択する際に大学生はどこから影響を受けているのかを明らかにする。 

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

 私たちはＴシャツの支払意思額とローゼンバーグ氏の自尊尺度を用いて調査し、回帰分析を用い因果関係を調べた。また、大

学生がどこからの影響を受けるかを調べるために、SNS の中で大学生の利用者数が多く、写真による販売広告として利用されて

いるインスタグラムを用い、質問項目を作成し支払意思額との相関を回帰分析した。 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

 大阪経済大学の学生 220 名を対象にアンケート調査を行った。類似の黒の無地のファストファッションＴシャツと、人気有名ブ

ランドＴシャツをそれぞれ最大いくらまで支払えるのかという支払意思額を調査した。ファストファッション T シャツと人気有名ブランド

T シャツの支払意思額の差をブランドに対する価値とみなした。また支払意思額の差額と自信との相関関係を回帰分析した。さ



らに、インスタグラムのブランドアカウント・芸能人アカウント・インスタグラマー、それぞれのフォロー数を聞き、支払意思額の差額とで

回帰分析し、どのような影響があるかを調べた。 

 

           ファストファッション T シャツ                 人気有名ブランド T シャツ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．結果や今後の取り組み 

 大阪経済大学の学生を対象とした実験は既に完了している。 

 データを研究し私たちが考える限り、大学生は「高いブランド品を着用しているときそれを人に見せたいか。」という質問に対し、

82%がいいえと答えた。この結果から、見せびらかしたい気持ちとブランド価値の関連は薄いことが判明した。しかし、自信と支払

意思額の差額との相関を分析した結果、5%有意で自信の点数が 1 点あがるごとに支払意思額の差額の平均が 93 円ずつあ

がり、このことから自信が高くなればブランドに対しての価値観が高まる傾向にあることが判明した。また、男女での差を比較した結

果、男子学生では自信が高い人ほど 5%有意で平均 135 円ずつあがり、ブランドに対して高い価値をつけていることが分かった

が、女子学生では、そのような傾向が見られなかった。 

 どこから影響を受けているかという調査を行った結果、52%の学生が SNS からの影響を受けているということが分かった。そこで

私たちは、写真共有 SNS インスタグラムに着目した。インスタグラムの利用者にそれぞれ、ブランドアカウント・芸能人アカウント・イ

ンスタグラマーのフォロー数を聞いた。そしてフォロー数と支払意思額の差額との相関を分析した結果、ブランドアカウントでは 5%

有意でフォロー数の段階が 1 つあがるごとに支払意思額の平均の差額が平均 135 円ずつあがり、芸能人アカウントでは有意な

結果が見られなかった。そして、インスタグラマーのアカウントでは 5%有意で平均 423 円ずつあがることが分かった。このことからイ

ンスタグラマーをフォローしている数が多いほど支払意思額の差額が大きくなり、インスタグラマーが一番影響力を持っていることが判

明した。そして、インスタグラマーのフォロー数と支払意思額の差額との相関を男女で分析し比較した結果、男子学生では有意な

差が見られなかった。対して女子学生では、5%有意で平均 462 円ずつあがることが分かった。 

 このことから男子学生は自信という内面的な要因から、女子学生はインスタグラマーからの影響という外面的な要因から、ブラン

ドに対して高い価値をつけていることが判明した。 

 今後の取り組みとしては、今回の調査は大阪経済大学の学生のみを対象としたが、他大学の学生でも同様の結果になるのか

調査することを課題としている。 
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【企画シート作成上の注意】 ※「第９回 西日本インカレ（合同研究会）大会参加要項」も合わせてご確認のうえ、企画シートの作成を行ってください。 

・本企画シートは審査の対象となり、予選会・本選の前に、審査を行っていただく大学教員・企業の方々に事前にお渡しいたします。 
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